















































































































賃金所得  消費需要  
利潤所得  投資需要  












（一定かつ簡単化のために１とする），X*/K = º：産出・資本比率（有効需要）７)，r = (1－ ¾)u：利潤






 C = CW + CP = (1− sW )σX + (1− sP )(1− σ)X.  （1）
　ここで CWと CPはそれぞれ賃金および利潤からの消費支出を表す。sW ∈ (0, 1]は賃金所得からの貯
蓄性向であり，sP ∈ (0, 1]は利潤所得からの貯蓄性向である。
　投資関数は，マーグリン =バドゥリ・タイプ（Bhaduri and Marglin [1990]）の線形の投資関数を用
いることにしよう。




















































= w0 + w1u+ w2
λ˙
λ



































= (w0 − p0) + w1u− (1− p0)π¯ + (1− p0)(1− σ)




 (1− w2)βg1(1− σ)u < (1− p0),　    　　　　　　　　　　　　　 （11）
 
σ < (1− π¯) +
(w0 − p0)− (1− w2)(α+ βg0)


























= (w0 − p0) + w1u− (1− p0)π¯ + (1− p0)(1− σ)



















g0(sP − g1 − sW )
[(1− σ)(sP − g1) + sWσ]










(w0 − p0) + (1− p0)(1− σ − π¯)− (1− w2)(α+ βg0)












−(1− p0) + (1− w2)βg1u
(1− w2)βg1(1− σ)− w1



















Ω(σ) < 0, lim
σ→σmax





Ω(σ) < 0, lim
σ→σmax




Ω(σ) > 0, lim
σ→σmax
























































det J2 = j11j22 − j12j21
= ϕσ∗{[(sP − g1)(1− σ∗) + sWσ∗]  
+
[(1− p0)− (1− w2)βg1u∗]  
+
}
+ϕσ∗{(sP − g1 − sW )  
−
u∗ [(1− w2)βg1(1− σ∗)− w1]  
+
},






























きない。したがって，J2の行列式の符号は負となる。これは，均衡において， u˙ = 0線の傾きが，













































X˙/X = K˙/K = g∗である。さらに，労働生産性の伸び率も一定になり，それは（９）式によって与え
られる。これをもとに，定常状態における労働需要の伸び率E˙/E = K˙/K − λ˙/λを得ることができる。
すなわち，



























































































































































































2g0(sP − g1 − sW )2
[(1− σ)(sP − g1) + sWσ]












































(w0 − p0) + (1− p0)(1− σ − π¯)− (1− w2)(α+ βg0)





































[(α+ βg0)∆2 +∆1βg1(1− σ)]
∆22



































[g0∆2 +∆1g1(1− σ)] < 0.  （38）
（33）（34）（35）式は， σ˙ = 0線の右方シフトを意味し，それ以外の式は σ˙ = 0線の左方シフトを意味し

























て，資本ストックの成長率は，自然成長率に同調する内生変数である。Dutt [1990]，Taylor [2004]，池田 [2006]
はいくつかの閉じ方について詳細な説明を行っている。
７）生産関数は固定係数型，つまり
 X = min[uK, λE],
 であり，資本ストックがショート・サイドとして有効な場合を想定する。したがって，X = uKが成り立つ。こ
の場合，ここで産出・資本比率は稼働率の代理変数であり，そして有効需要によって決まる。というのも，稼働
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